
茨城工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 電子回路Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0088 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子情報工学科(2016年度以前入学生) 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 前期:2
教科書/教材 必要に応じてプリントを配布
担当教員 村田 和英
到達目標
１．増幅回路を定量的に解析できる。
２．増幅回路の周波数特性を理解する。
３．発振回路を定量的に解析できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 増幅回路を定量的に解析できる。 増幅回路の定量的な解析について
の内容が理解できる。

増幅回路の定量的な解析について
の内容が理解できない。

評価項目2 増幅回路の周波数特性を理解し計
算できる。

増幅回路の周波数特性についての
内容が理解できる。

増幅回路の周波数特性についての
内容が理解できない。

評価項目3 発振回路を定量的に解析できる。 発振回路の定量的な解析について
の内容が理解できる。

発振回路の定量的な解析について
の内容が理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ) 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 ４年次の電子回路Ⅰで履修したバイアス回路、トランジスタ等価回路を用い、電子回路の代表的な回路である増幅回路

、および発振回路を定量的に解析する。

授業の進め方・方法 ４年で学ぶ「電子回路I」の知識を習得していることを前提として授業を進める。また授業は通常の講義形式で行う。課
題レポートを提出する。

注意点

１．本科目は、４年次の電子回路Ⅰで履修したバイアス回路の原理、およびトランジスタ小信号等価回路を習得してい
ることが前提であるので、これらを十分復習しておくこと。
２．講義ノートの内容を見直し、講義に関係する演習問題を解いておくこと。
３．講義で省略された式の導出等を各自行うこと。
４．講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 RC結合形増幅回路(1) RC結合形増幅回路を理解し、中域特性、および低域特
性を理解する。

2週 RC結合形増幅回路(2) RC結合形増幅回路の高域特性を理解する。

3週 変成器結合形増幅回路 変成器の等価回路を理解し、変成器結合形増幅回路の
周波数特性を理解する。

4週 同調増幅回路 RC結合形単一同調増幅回路の周波数特性を理解する。

5週 帰還増幅回路
帰還の原理と帰還による利得の安定化、周波数特性の
改善、入出力インピーダンスの調整について理解する
。

6週 負帰還増幅回路 負帰還増幅回路の動作量の算出方法を理解する。

7週 課題の実施 １週から６週までの授業内容についての課題を実施す
る。

8週 複合接続回路 ダーリントン接続について理解する。

2ndQ

9週 演算増幅回路 演算増幅器の原理と演算増幅器による演算操作を理解
する。

10週 広帯域増幅回路 高域補償増幅回路、低域補償増幅回路を理解する。
11週 発振回路と発振条件 発振の原理、および発振条件の求め方を理解する。
12週 RC発振回路(1) 移相形発振回路の発振条件の求め方を理解する。
13週 RC発振回路(2) ターマン発振回路の発振条件の求め方を理解する。

14週 LC発振回路
LC発振回路の発振条件の求め方を理解する。ハートレ
ー発振回路、およびコルピッツ発振回路の発振条件の
求め方を理解する。

15週 (期末試験は実施しない)
16週 総復習

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 100 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


